
令和7年度事業概要一覧表

No.

―

　―　

―

事業内容

基本計画

2025

の施策

との関連

戦略 SDGｓ

未来都市

計画の

施策との関連

ゴール

ターゲット

主な取組

   ―   

―

―

人件費(b)

年間経費(c)＝(a)+(b)

意見聴取謝礼金

機器リース代金

事業番号

うち一般財源

328,084

(単位：千円）

024-001 事務事業名 財務会計システム運用管理業務

・システム運用保守（常駐による稼動状況監視、バックアップ管理、不具合

等発生時の障害対応、セキュリティ管理、ログ管理　他）

・運用管理端末等機器賃借（令和4年6月～令和9年5月長期継続契

約）

・システム再構築事業（令和5年9月～令和8年3月）

　・・・令和7年3月から稼動開始、令和7年度は電子決裁機能等の構築

　を継続。

（参考）

・納付書のQRコード決済対応改修（令和8年度実施見込。国の制度改正

による。）

・第三期統合基盤移行事業（令和6年度実施。5年ごとに必要。）

・法令改正に伴う改修（令和２年度実施。歳出節７節廃止による。）

所管局

31,895 33,792 81,250

4,742 4,743 18,533

246,009

1

290,400 145,200

21 0 0

1,026

施策

取組の方向性

4,860 4,860 5,040

費用対効果（事業の効率性）に係る所見
R5決算 R6決算 R7予算

事業費(a)

主

な

内

訳

システム運用・保守

パッケージ保守

システム再構築

昨年度末の新システム稼働後、通常の運用保守においては、システムの

稼動停止もなく安定的かつ効率的な運用が行えている。

職員情報システムとの連携により、予算科目の取込み、給与支払処

理、人事異動に伴うユーザ権限の異動処理など双方向で効率的な運

用が行えている。

システム再構築事業では、機能要件で現行システムにおいてカスタマイズ

度合の高い部分を中心に必要な機能を精査して構築費用の削減を

図った。事業開始後は当初スケジュールどおり進捗できている。

328,084

投入量

332,944

分類 C 内部管理事業出納課所管課会計室

334,821

290,400

329,961

251,049

1,026 1,026

329,961 246,009


